
ふるさととともに育つ子どもたち
校長 國井 彩子

5月に入り、昆布森にも新緑

の季節が訪れました。今月は、

保護者と地域の皆様に多くのご

協力をいただきました。ハウス

の土おこしでは、保護者の皆様

が固くなった土を丁寧に耕してくださり、子どもたちが

安全に活動できる環境を整えていただきました。また、

植樹活動とクリーンピカリン大作戦では、中学生と小学

生、保護者と地域の皆様が一つのチームとなり、森を育

て、海岸をきれいにする取り組みを行いました。こうし

た協働の姿は、昆布森ならではの温かさであり、子ども

たちにとって大切な学びの場とな

りました。ご協力いただいた皆様

に心より感謝申し上げます。

多くの方たちとともに活動する子

どもたちの表情からは、地域のために

力を尽くす充実感や達成感が伝わってきました。そして、「森を育

てることや海岸・港をきれいにすることが、ふるさとの大切な海

を守ることにつながる」という実感を、体験を通してつかんでく

れたことが何よりの収穫でした。こうした経験の中で、子どもた

ちは「地域が好き」「みんなと活動するのが好き」という気持ちを
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少しずつ育てているように感じます。

心理学では、「好き」という感情は自己肯定感や挑戦する力の

源になると言われています。アメリカの心理学者アルバート・バ

ンデューラは、人が行動を起こす背景には「自分はできる」とい

う感覚が必要であり、その感覚はポジティブな経験によって育ま

れると述べています。子どもたちにとっての「好き」という気持

ちは、まさにそのポジティブな感情です。「好きだからやってみた

い」「好きだから続けられる」という思いは、困難に向き合うとき

の背中をそっと押し、挑戦する勇気を与えてくれます。「好き」と

いう気持ちは、子どもたちの心のエンジンのようなものなのです。

世界で活躍する人たちの歩みを見ても、その原点には「好き」

という気持ちがあります。フィギュアスケートの羽生結弦さんは、

幼い頃からスケートが大好きで、その “好き ”が、何度も壁にぶ
つかりながらも前に進む力になったと語っています。練習がつら

い日も、思うように結果が出ない時期も、「好き」という気持ちが

彼を支え続けました。大きな成果の背景には、いつも小さな「好

き」があります。

本校のスローガン 「自分が好き！みんなが好き！地域が好

き！好きがいっぱい 昆布森小」 には、そんな思いを込めていま

す。自分を好きでいられることは、どんな挑戦にも向かっていけ

る心の土台になります。友達や周りの人を好きでいられることは、

互いを認め合い、支え合う関係を築く力になります。そして、自

分が育つ地域を好きでいられることは、自分の居場所を肯定し、

安心して学びに向かうための大切な支えになります。

様々な活動を通して、子どもたちは自分らしさを発揮し、学び

や遊びの世界を少しずつ広げています。私たち教職員は、子ども

たちが見つけた小さな「好き」を大切にし、その「好き」の気持

ちが様々な方向につながり広がっていくよう、温かく見守り、支

えていきたいと思います。昆布森小学校が、子どもたちにとって

「好きがいっぱい」の場所であり続けるよう、これからも保護者

・地域の皆様とともに歩んでまいります。

日 曜 給食 予 定 学 校 行 事

1 月 〇 小中合同引渡し下校訓練 、教育相談週間

2 火 〇 ネットモラル教室、ALT(午後)

3 水 〇 社会見学（３４年）浄水場他 、こんぶもりもりタイム 、ＰＴＡ三役会議18:00

４ 木 〇 体力テスト①、内科検診

５ 金 〇 体力テスト②、ALT(午前)、 フッ化物洗口、定時退勤日

６ 土

７ 日 メディアコントロールデ－

８ 月 〇 体力テスト③、ALT(午後)

９ 火 〇 朝会、クラブ①、歯科検診

10 水 〇 こんぶもりもりタイム 、体力テスト④

11 木 〇 放課後はまなすクラブ①

12 金 × 遠足：春採湖他（弁当持参）、教育大フィールド 、定時退勤日

13 土

14 日

15 月 〇 学校経営指導訪問、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ石拾い

16 火 〇 心を軽くする教室、ALT(午後)

17 水 〇 こんぶもりもりタイム

18 木 〇 スクールカウンセラー来校、放課後はまなすクラブ②

19 金 × ALT(午前)、教育大フィールド、 フッ化物洗口、 児童委員会③、定時退勤日

20 土

21 日

22 月 〇 たこ踊り講習

23 火 〇 朝会（講話）、ALT(午後)

24 水 〇 運動会総練習（開催日により変更有）

25 木 〇 雨天時プログラム練習

26 金 〇 ALT(午前)、フィールド、フッ化物洗口、義務教育学校準備委員会、定時退勤日

27 土

28 日 × 合同運動会予定（竿前コンブ漁実施の際は7/5へ変更）

29 月 × 振替休業日（6/28運動会開催の場合）

30 火 〇 教育委員学校視察、ALT(午後)、運動会片付け

※行事予定が変更になる場合もあります。ご了承ください。

昆布森小学校のスローガン

自分が好き！ みんなが好き！ 地域が好き！
好きがいっぱい 昆布森小
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５月２１日（木）、毎年恒例の「クリーンピカリン大

作戦」を行いました。小学生・中学生・教職員・保護

者の方々・漁協の青年部、女性部をはじめとする地域の

方々が協力して、昆布森漁港と西伏古海岸をきれいに

しました。

海岸には、どこからか流れ着いたと思われるゴミが
たくさんありました。中には洗濯機や動物の骨、レコ
ードまでありました。今回集めたゴミの量は軽トラッ
ク３台分約２２０ｋｇにもなりました。
子どもたちにとっては、地域のために自分たちがで
きることを実践する場であり、また、自分が地域とつ
ながっているということを実感する大切な機会の一つ
です。このような体験を通じて、子どもたちが「昆布
森のことを好き」になってくれることを期待していま
す。保護者や地域の皆様、お忙しい中ご協力をいただき、
本当にありがとうございました。

【学級委員】

1年生 田村万奈代 さん ２年生 新妻 美莉 さん

3年生 川原田恵美 さん ４年生 中井 歩美 さん

5年生 新川 郁子 さん ６年生 笹本 資子 さん

※1年間、よろしくお願い致します！

５月１２日（火）、地域貢献

により(株)田中組様にグラウン

ドの整地作業を行っていただき

ました。リンク使用の後で凸凹

していたグラウンドもとてもきれいにしていただきまし

た。６月に入ると体力測定や運動会の取り組みが始まり

ます。子ども達が元気に走り回る姿を見るのが楽しみで

す。ありがとうございました。

５月１３日（水）、PTA土お

こし作業が行われました。9名

の保護者や地域の方、教職員で、

ハウスの雑草を取り、固くなっ

た土をおこしました。小一時間

ほどで作業も終え、学校農園の

準備もばっちりです。ありがと

うございました。

今年も子どもたちの教育活動

で、様々な野菜を育てる予定で

す。どのような作物がどのくら

いとれるのか楽しみです！

５月１２日（火）、朝会で児童

委員会の各委員長の認証式が行わ

れました。また、5月２０日（水）

に児童総会が行われ、児童会活動

が本格的にスタートしました。総

会では、代表委員会・文化委員会・保体委員会から、より

良い学校を目指した活動計画案がだされ、今年度の活動の

具体的な内容について話し合わ

れました。総会の後は、さっそ

く各委員会ともに活発な活動を

行っています。今年の児童会の

テーマは「笑顔で協力して、

あきらめないで最後まで！」です。このテーマに向かっ

て一丸となって取り組んでくれることを期待しています。

○６月１日（月）、中学校と合同の引き渡し訓練が行われます。

先週配付しました案内を確認いただき、お迎えが可能かどうか

事前の連絡をよろしくお願い致します。

○6月１２日(金)と１９日(金)は遠足及び遠足の予備日でお弁当と

なります。給食はありません。よろしくお願いします。

○PTA会費の納入Ⅰ期分3,000円が、7月末日までとなります。

いじめのない学校を！～いじめ防止基本方針～
子ども達が安心して楽しく過ごせる学校づくりのため、本校では

「いじめをなくそう」という重要な方針を掲げています。それが「い

じめ防止基本方針」です。概要は以下の通りです。

■ いじめを未然に防ぐための取り組み
○「昆布森小学校いじめ防止基本方針」に基づき、未然防止・早期

発見・早期対応に努めていきます。

○「いじめの芽」の段階で、早期発見・早期対応ができるよう児童

のSOSを見逃さず、積極的ないじめ認知を行い「いじめ見逃しゼ

ロ」に努めていきます。

○全教職員による日常的な観察をとおして、子どもたちの変化の把

握に努めるとともに、いじめアンケートを年3回実施します。

○学校全体で「いじめを許さない」雰囲気を大切にし、子どもたち

が安心して相談できる環境づくりを心がけていきます。

○全職員で情報共有し、組織的に対応（いじめ防止対策委員会等）
します。必要に応じて、学校外の専門機関とも連携して、解決を
図ります。

■ いじめを防ぐために大切にしていること
○思いやりの心を育む

お子さまが友だちの気持ちを尊重し、温かい関係を築くことを大切

にしています。

○困っている子を支える

いじめを見かけた際は、見過ごさず、大人や先生に相談することの

重要性を伝えています。

○互いに助け合い、認め合う

子ども同士が互いを理解し、協力し合うことで、よりよい学びの場

が生まれると考えています。

保護者の皆様のご協力が、お子さまの健やかな成長と安全な学
校環境づくりにつながります。学校と家庭が共に力を合わせ、
いじめのない学校をめざしましょう。

※「いじめ防止基本方針」の詳細はHPに掲載しておりますのでご確認ください。


